「決定往生集」の研究　：　特に第五修因決定章を中心に by 明山, 安雄
「決
,
定
往
生
集
」
の
研
究
1
特
に
第
五
修
因
決
定
章
を
中
心
に
ー
明
山
安
雄
一
南
都
淨
土
教
、
こ
と
に
三
論
系
淨
土
教
の
な
か
に
お
い
て
永
觀
〔長
元
六
年
(
一
〇
三
三
)
～
天
永
二
年
(
ニ
コ
)
〕
と
同
じ
く
淨
土
教
に
關
す
る
論
著
を
遺
し
て
い
る
人
と
し
て
は
珍
海
が
あ
げ
ら
れ
る
。
珍
淋
は
寛
治
六
年
(
一
〇
九
二
)
に
出
生
し
、
出
家
し
て
後
、
東
大
寺
東
南
院
の
覺
樹
に
師
事
し
て
三
論
を
學
び
兼
ね
て
華
嚴
・
法
相
・
因
明
な
ど
を
研
鑚
し
た
。
か
れ
臨
ま
た
眞
言
の
大
阿
闍
梨
醍
醐
三
寳
院
の
定
海
僣
正
か
ら
密
教
を
傳
受
さ
れ
、
ま
さ
に
顯
密
二
教
を
兼
學
し
た
學
僣
で
あ
る
と
と
も
に
、
佛
書
師
と
し
て
も
活
躍
し
、
名
聲
を
博
し
て
い
た
人
師
で
あ
る
。
學
僣
珍
海
が
著
し
た
數
多
い
論
著
の
な
か
に
あ
っ
て
淨
土
數
思
想
を
論
述
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
「菩
提
心
集
」
二
卷
、
「決
定
往
生
集
」
二
卷
、
「
安
養
知
足
④
相
封
抄
」
一
卷
の
三
部
五
卷
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
著
は
み
な
珍
海
の
教
學
の
基
盤
で
あ
る
三
論
教
學
の
立
場
を
も
っ
て
淨
土
教
思
想
に
焦
點
を
當
て
て
論
逋
し
た
σ
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
「決
定
往
生
集
」
お
よ
び
「菩
提
心
集
」
は
淨
土
教
思
想
を
も
っ
と
も
組
織
的
に
論
逋
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
源
信
〔天
慶
五
年
(九
四
ご
)～
寛
仁
元
年
(
一
〇
一
七
)〕
の
「往
生
要
集
」
、
永
觀
の
「往
生
拾
決
定
往
生
集
の
研
究
因
」
と
と
も
に
法
然
淨
土
教
成
立
に
至
る
ま
で
の
叡
山
系
、南
都
系
兩
淨
土
教
の
思
想
的
傾
向
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
主
要
論
著
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
本
稿
で
は
、
法
然
上
人
と
時
代
的
に
最
も
近
い
珍
海
の
「
決
定
往
生
集
」
二
卷
に
論
述
せ
ら
れ
て
い
る
淨
土
教
思
想
、
特
に
第
五
修
因
決
定
章
を
中
心
に
、
そ
れ
を
源
信
お
よ
び
永
觀
の
思
想
と
比
較
檢
討
し
な
が
ら
論
を
進
め
た
い
と
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
。
珍
海
の
淨
土
教
思
想
を
も
っ
と
も
組
織
的
に
論
述
し
て
い
る
の
は
「決
定
往
生
集
」
で
あ
る
。
こ
の
論
著
に
お
い
て
先
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
本
書
論
述
の
動
機
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
開
卷
冒
頭
に
、
「言
決
定
往
生
是
淨
教
之
宗
旨
也
、
夫
西
方
淨
土
之
道
經
論
同
開
稱
念
彌
陀
之
行
愚
智
共
從
、
良
以
契
時
稱
機
故
耳
、
然
或
知
而
不
趣
或
趣
而
莫
進
印
如
予
之
流
也
、
豈
其
可
不
痛
乎
、
所
以
今
者
考
尋
文
理
將
流
疑
滯
欲
安
心
於
決
定
往
生
②
快
期
於
絡
焉
來
迎
矣
」
、
と
あ
る
。
西
方
淨
土
往
生
の
行
は
諸
經
論
に
同
じ
く
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
二
九
人
文
學
論
集
.
っ
て
、
愚
智
と
も
に
從
う
と
こ
ろ
の
時
機
相
應
の
教
え
で
あ
る
。
し
か
る
に
西
方
淨
土
の
教
道
で
あ
る
稱
名
念
佛
行
を
信
U
得
な
い
人
々
が
多
く
い
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
對
U
て
疑
を
流
し
「決
定
往
生
」
の
確
信
を
得
せ
し
め
る
た
め
に
、
諸
經
論
疏
に
読
か
れ
て
い
る
文
理
(思
想
的
根
據
)
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
心
惰
の
發
露
が
本
書
論
述
の
動
機
で
あ
り
、
「
決
定
往
生
集
」
の
書
名
も
ま
た
、
こ
こ
に
由
來
す
る
ど
い
え
よ
う
か
。
さ
て
、
珍
海
は
「
決
定
往
生
」
の
義
に
つ
い
て
③
.
「
今
以
三
事
示
其
決
定
、
一
教
文
二
道
理
三
信
心
」
と
示
し
、
こ
れ
を
「教
文
、
道
理
、
信
心
」
の
三
方
面
よ
り
論
證
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
文
に
お
い
て
は
「
稱
讃
淨
土
經
」
「觀
無
量
壽
經
」
「
大
乘
起
信
論
」
な
ど
の
諸
經
論
に
よ
っ
て
「
稱
名
利
盆
」
「觀
想
利
盆
」
を
、
道
理
に
お
い
て
は
「
依
教
願
生
」
す
れ
ば
必
ず
往
生
を
得
る
ヒ
な
し
、
信
心
に
お
い
て
は
、
「
若
於
如
上
文
理
之
中
心
生
信
受
師
名
決
定
以
決
定
者
爲
信
相
故
、
觀
經
云
必
生
淨
思
得
舞
紫
鸛
信
決
定
稱
幽
」
と
あ
っ
て
「
決
定
信
心
」
の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
0
「
於
此
文
義
更
有
三
種
一
果
決
定
、
二
因
決
定
、
三
縁
決
定
」
と
し
て
三
決
定
に
分
ち
、
さ
ら
に
三
決
定
と
十
門
に
開
い
て
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
十
門
が
本
書
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
門
と
は
一
、
「依
報
決
定
」
二
、
「正
果
決
定
」
三
、
「昇
道
決
定
」
}ー
定
果
L
三
〇
制藩
撃
「決定因」
箒
鑿
ー
定縁L
⑥
十
、
「圓
滿
決
定
」
1
「
惣
」
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
一
、
「依
報
決
定
」
二
、
「
正
果
決
定
」
三
、
「昇
道
決
定
」
の
三
決
定
章
は
淨
土
の
「果
」
を
、
四
、「
種
子
決
定
」
五
、
「
修
因
決
定
」
六
、
「除
障
決
定
」
の
三
決
定
章
は
淨
土
往
生
行
の
「
因
」
を
、
七
、
「事
縁
決
定
」
八
、
「弘
誓
決
定
」
九
、
「攝
取
決
定
」
の
三
決
定
章
は
淨
土
往
生
の
「縁
」
に
つ
い
て
説
き
、
十
、
「圓
滿
決
定
」
は
「果
。
因
。
縁
」
の
三
決
定
を
總
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
「
初
三
是
果
、
・次
三
是
因
、
次
0
三
爲
縁
、
後
一
是
惣
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
な
づ
け
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
珍
海
の
所
読
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。先
ず
「往
生
の
因
」
ど
し
て
は
、衆
生
に
本
來
覺
性
(佛
性
)
と
往
生
の
宿
善
の
あ
る
こ
と
(第
四
種
子
決
定
)
と
、往
生
の
業
因
と
し
て
發
菩
提
心
、念
佛
行
の
あ
る
こ
と
(第
五
修
因
決
定
)
と
、念
佛
に
罪
障
を
滅
す
る
功
徳
の
あ
る
こ
と
(第
六
除
障
決
定
)
と
の
三
決
定
に
あ
る
と
し
て
、
か
か
る
「
往
生
の
因
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
縁
」
な
く
し
て
は
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
「縁
」
と
し
て
娑
婆
と
極
樂
と
の
因
縁
淺
か
ら
ぬ
こ
と
(第
七
事
縁
決
定
)
と
、
阿
彌
陀
佛
の
本
願
力
(第
八
弘
誓
決
定
)
と
、
阿
彌
陀
佛
の
光
明
攝
取
の
利
盆
(第
九
攝
取
決
定
)
と
に
よ
っ
て
「
決
定
往
生
」
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
か
か
る
「因
」
と
「
縁
」
ど
に
よ
っ
て
、
凡
夫
と
ψ
え
ど
も
極
樂
淨
土
に
往
生
し
て
不
退
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
(第
一
依
報
決
定
、
第
二
正
果
決
定
、
第
三
昇
道
決
定
)
と
論
じ
て
い
る
。
以
上
の
十
門
を
論
證
す
る
に
あ
た
っ
て
、
珍
海
は
多
く
の
淨
土
教
關
係
經
論
疏
を
引
用
し
て
、
そ
の
文
理
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
代
表
的
經
論
疏
を
あ
げ
る
な
ら
ば
∩
「觀
無
量
壽
經
」
「無
量
壽
經
」
「阿
彌
陀
經
」
「無
量
清
淨
李
等
覺
經
」
「寳
積
無
量
壽
如
來
會
」
、
世
親
の
「往
生
論
」
、
曇
鸞
の
「
往
生
論
註
」、
道
綽
の
「安
樂
集
」
、
嘉
祥
寺
吉
藏
の
「觀
無
量
壽
經
義
疏
」
、
淨
影
寺
慧
遠
の
「無
量
壽
經
義
疏
」
、
「觀
無
量
壽
經
義
疏
」
、
「
大
乘
義
章
」
、
善
導
の
「
觀
經
疏
」、
「往
生
禮
讃
」
レ
「觀
念
法
門
」
、
懐
感
の
「釋
淨
土
群
疑
論
」
、
迦
才
の
「淨
⑧
土
論
」
、
源
信
の
「往
生
要
集
」
、
永
觀
の
「往
生
拾
因
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
珍
海
が
こ
と
に
嘉
禪
寺
吉
藏
、
淨
影
寺
慧
遠
、
善
導
、
迦
才
の
説
を
重
覗
し
て
淨
土
教
思
想
を
取
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
み
て
も
、
か
れ
が
、
そ
れ
ら
の
教
學
を
基
盤
ど
し
て
淨
土
教
思
想
を
立
論
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ざ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
珍
海
は
「決
定
往
生
集
」
二
卷
を
十
門
に
分
科
し
⑨
て
論
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
か
の
源
信
の
「往
生
要
集
」
の
十
門
分
科
、
永
觀
⑩
イ
の
「往
生
拾
因
」
の
十
因
分
科
な
ど
に
よ
っ
て
、
先
行
書
の
形
態
を
論
證
形
式
と
し
て
繼
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
十
門
分
科
は
「往
生
要
集
」
「往
生
拾
因
」
な
ど
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
一
層
詳
細
を
極
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。r
、
以
上
の
理
解
を
通
U
て
、
珍
海
の
「
淨
土
往
生
の
因
」
と
し
て
、
最
も
組
織
的
に
立
論
レ
て
い
お
「第
五
修
因
決
定
」
章
に
つ
い
て
論
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。
決
定
往
生
集
の
研
究
三
「
修
因
決
定
」
章
は
一
、
「
惣
明
修
因
」
二
、
「別
明
菩
提
心
」
三
、
「
明
往
生
正
業
」
四
、
「明
修
行
相
」
五
、
「明
稱
名
盆
」
六
、
「
明
念
分
齊
」
(別
明
一
o
　
念
十
念
義
)
の
六
門
を
擧
げ
て
い
る
。
　
「
惣
明
修
因
」
の
條
に
お
い
て
、
淨
影
寺
慧
遠
の
「
觀
無
量
壽
經
義
疏
」
よ
り
略
抄
し
て
「
修
戒
」
「
修
施
」
「修
惠
」
「
護
法
」
な
ど
一
切
の
善
業
は
皆
淨
土
の
因
法
で
あ
る
と
し
、
つ
づ
い
て
世
親
の
「往
生
論
」
に
説
く
「
五
念
門
」
、
「
觀
無
量
壽
經
」
に
読
か
れ
て
い
る
、
一
、
「
十
六
相
觀
」
(修
觀
往
生
)
1
定
散
二
善
二
、
「
三
種
の
淨
業
」
(修
行
往
生
)
1
三
輻
、
三
、
「修
心
往
生
」
1
三
心
(至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
發
願
心
)
、
四
、
「歸
向
往
生
」
な
ど
を
あ
げ
、
觀
經
の
三
幅
⑫
イ
に
つ
い
て
は
、
「
初
共
凡
法
、
次
共
二
乘
、
後
是
大
乘
不
共
行
也
」
と
し
「
發
菩
提
心
、
深
信
因
果
、
讀
誦
大
乘
、
勸
進
行
者
」
の
淨
業
は
「
大
乘
不
共
行
」
と
さ
れ
て
お
り
、
⑫
ロ
「若
大
若
小
、
若
定
若
散
、
若
事
若
理
、
凡
是
善
者
皆
淨
土
因
也
」
ヒ
述
べ
諸
行
も
往
生
の
因
と
な
る
ど
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
珍
海
の
菩
提
心
に
つ
い
て
の
見
解
を
み
る
と
、・
「
別
明
菩
提
心
者
問
爲
但
求
生
淨
土
便
得
往
生
爲
要
發
菩
提
心
耶
、
答
云
要
發
菩
⑱
提
心
方
生
極
樂
」
と
あ
っ
て
淨
土
に
往
生
す
る
に
は
「
菩
提
心
」
を
發
す
べ
き
事
を
強
調
し
て
い
る
こ
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
、
翻
經
疏
云
薦
通
論
三
撃
六
種
觀
皆
淨
土
因
、別
鏨
提
心
驀
業
主
餘
善
爲
縁
云云
。
淨
影
大
師
依
雙
卷
經
三
輩
往
生
皆
云
發
菩
提
心
、
又
釋
中
品
文
云
要
由
發
菩
提
心
種
大
乘
種
、
方
乃
得
生
釋
下
品
文
云
此
人
過
去
曾
修
大
乘
、
故
大
經　
中
宣
読
此
人
發
菩
提
心
准
此
等
文
要
以
無
上
大
菩
提
心
爲
其
往
生
之
正
因
耳
」
一三
入
向文
.,,擧
』
論
、集
、ど
と
し
、
嘉
祥
大
師
吉
藏
の
「觀
無
量
壽
義
疏
」
、淨
影
寺
慧
遠
の
「無
量
壽
經
疏
」
な
ど
み
所
論
を
引
用
し
て
、
「無
上
大
菩
擬
心
」
が
往
生
の
正
因
で
あ
か
、
業
主
と
な
る
と
し
、
つ
づ
い
で
曇
鸞
の
「往
生
論
註
」
、
道
綽
の
「安
樂
集
」
、
迦
才
の
「淨
土
論
」
な
ど
の
菩
提
心
論
の
所
読
も
同
じ
立
場
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
㊨
マー
る
。
,・さ
て
、
珍
海
は
菩
提
心
を
も
っ
て
往
生
σ
正
因
、
業
主
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
菩
提
心
の
相
貌
は
い
か
な
る
も
の
か
に
っ
い
て
は
、
淨
影
寺
慧
遠
の
「大
乘
義
章
」
⑯
卷
九
、
、
「
發
菩
提
心
義
三
門
分
別
」
読
に
よ
っ
て
読
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
圓
示
す
る
と
、
,
發菩提心一
一
、
相
發
心
二
、
息
相
發
心
三
、
證
發
心
一
¥--
樂度
を衆
念生
じ心
て1
濟諸
度の
の衆
心生
をの
起有
す苦
o、
心求 深 厭
趣無 く有
求爲 厭爲
す心 心心
るiを 【°佛 生生
果 ず死
の の゚
読 渦
を 患
聞 を
U>知
て つ
無'發 て
 
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
種
(相
發
心
、
息
想
發
心
、
證
發
、心
)
の
發
菩
提
心
に
つ
い
て
、
珍
海
は
常
沒
の
凡
夫
の
發
菩
提
心
の
可
能
性
に
つ
い
て
問
答
を
出
し
て
い
る
ご
と
に
注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「問
如
今
所
見
常
沒
凡
夫
但
能
樂
求
五
妙
境
界
、
何
能
遠
及
佛
功
徳
乎
、
適
有
長
苦
者
唯
怖
畏
三
途
設
厭
五
道
唯
求
自
度
耳
、
若
爾
如
何
發
菩
提
心
耶
、
答
禪
林
云
人
非
木
石
好
自
發
心
乏
、
今
云
發
菩
提
心
甚
爲
易
得
所
以
者
何
具
因
縁
故
、
故
法
花
云
佛
種
從
縁
起
此
明
聞
一
乘
經
發
菩
提
心
、
故
云
從
縁
起
也
、
一
一三
.一
、
乘
即
是
一.佛
乘
、
佛
乘
邸
是
大
乘
也
、
故
知
但
能
聞
大
乘
經
必
定
便
發
菩
提
　
心
♂
」
と
述
べ
肖
常
沒
の
凡
夫
で
も
菩
提
心
を
發
し
得
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
息
相
發
信
、
證
發
心
の
菩
提
心
に
つ
い
て
は
、
「然
其
發
心
淺
深
重
重
、
且
論
大
分
印
爲
三
階
、
一
相
發
心
如
前
己
辨
、
二
息
相
發
望
前
轉
深
、
三
證
發
心
轉
更
甚
深
、
此
三
各
有
無
量
淺
深
、
故
涅
槃
読
四
⑱
依
菩
薩
於
八
恒
佛
所
發
菩
提
心
2
、
故
知
發
心
淺
深
無
量
」
と
し
て
、常
沒
の
凡
夫
に
對
し
て
息
相
發
心
、證
發
心
の
菩
提
心
は
難
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
ら
ば
易
行
な
る
も
の
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
ぬ
そ
の
疑
問
を
解
く
べ
き
も
の
と
し
て
珍
海
は
、
「
然
於
此
中
且
明
最
初
一
念
發
心
、
謂
十
信
前
常
沒
位
中
遇
善
知
識
得
聞
大
乘
發
l
Qr5心
隨
順
愛
樂
、
適
起
砦
名
發
道
心
乃
隣
近
善
趣
人
也
轌
廳
孅
鱆
懿
者
麗
世
人
靨
非
常
欣
求
塗
袰
心
也
、
故
觀
經
中
韋
提
羹
人
現
驀
凡
懿
大
遇
惡
子
巌
鏤
蕎
惡
磯
葉
西
方
下
劣
瑩
但
此
心
爲
淨
土
因
、
大
師
到
云
發
菩
提
心
以
爲
業
主
」
と
述
べ
て
、
相
發
心
に
説
か
れ
で
い
る
菩
提
心
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
十
信
前
の
常
沒
の
凡
夫
が
發
す
菩
提
心
で
あ
り
、
世
の
無
常
を
厭
い
、
淨
土
を
欣
求
す
る
「
厭
欣
の
願
生
心
」
.を
菩
提
心
と
し
て
い
る
。
か
か
る
こ
と
よ
り
し
て
、
珍
海
の
立
場
は
「
厭
欣
の
願
生
心
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
、
菩
提
心
の
易
行
化
へ
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
難
か
ら
易
へ
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
珍
海
の
先
輩
で
あ
る
源
信
、
永
觀
は
菩
提
心
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
源
信
の
「往
生
要
集
」
、
大
文
第
四
正
修
念
佛
門
に
世
親
の
「
五
念
門
」
を
明
す
第
三
作
願
門
に
、
「
綽
禪
師
安
樂
集
云
大
經
云
凡
欲
往
生
淨
土
要
須
發
菩
提
心
爲
源
…
…
中
略
…
淨
土
論
云
發
菩
提
心
者
正
是
願
作
佛
心
、
願
作
佛
心
者
印
是
度
衆
生
心
、
度
衆
生
心
者
印
是
攝
受
衆
生
生
有
佛
國
土
心
、
今
既
願
生
淨
土
故
先
須
發
菩
提
心
也
毘
、
當
知
菩
提
心
是
淨
圭
・提
之
綱
要
、
故
聊
以
三
門
決
擇
其
義
、
薯
・
勿
厭
繁
宀
一
明
菩
提
心
行
相
、
二
明
利
盆
、
三
料
簡
、
初
行
相
者
總
謂
之
願
作
佛
心
亦
名
上
求
菩
提
下
化
衆
生
心
、
別
謂
之
四
弘
誓
願
、
此
有
二
種
、
一
縁
事
　
四
弘
願
是
師
衆
生
縁
慈
或
復
法
縁
慈
也
、
二
縁
理
四
弘
是
無
縁
慈
悲
也
」
と
あ
っ
て
、源
信
は
菩
提
心
は
こ
れ
菩
提
の
綱
要
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
行
相
、利
盆
、
料
簡
の
三
門
に
分
け
て
詳
論
し
て
い
る
。
先
ず
菩
提
心
の
行
相
を
示
し
、
佛
に
な
ら
ん
と
願
う
心
「願
作
佛
心
」
で
あ
り
こ
れ
を
「
上
求
菩
提
下
化
衆
生
」
の
心
と
滋
、
.こ
の
菩
提
心
・に
縁
事
と
縁
理
の
四
弘
誓
願
の
あ
る
こ
と
を
読
い
て
い
る
。
縁
事
ゐ
四
弘
誓
願
と
は
衆
生
縁
、
法
縁
の
慈
で
あ
り
、
縁
理
の
四
弘
誓
願
と
は
無
縁
の
慈
悲
で
あ
る
。
縁
理
の
四
弘
之
は
、
度
・
斷
・
知
軌
證
で
あ
る
。
こ
の
な
か
、度
仙
斷
・
知
は
そ
れ
ぞ
れ
三
聚
淨
戒
(饒
盆
有
情
戒
、
攝
律
儀
戒
、
攝
善
法
戒
)
、佛
の
三
徳
心
、
(恩
徳
心
、
斷
徳
心
、
知
徳
心
)
、
三
因
佛
性
(縁
因
、
正
因
、
了
因
)
、
佛
の
三
身
菩
提
因
(應
、法
、
報
)
に
對
應
し
、
、證
は
度
、
斷
、
知
の
行
願
を
具
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
三
身
圓
滿
の
菩
提
(自
利
)
を
證
得
し
、
廣
く
一
切
衆
生
を
度
(利
他
)
す
る
こ
と
な
り
と
し
て
い
る
。
次
に
縁
理
の
四
弘
と
は
、
"諸
法
實
相
の
理
に
も
と
づ
き
、
諸
法
は
非
有
非
無
、
本
來
寂
靜
で
あ
る
。
か
よ
う
な
繦
樹
の
立
場
よ
り
、
繦
對
に
な
れ
ぬ
相
封
的
現
實
世
界
に
は
自
他
の
差
別
、
苦
樂
が
あ
る
の
を
見
て
、
慈
悲
を
起
し
、
度
、
斷
、
知
、
證
の
誓
願
を
發
す
と
し
て
い
る
。
決
冖定
・往
生
集
の
、研
究
以
上
の
縁
事
、
縁
理
の
四
弘
誓
願
は
と
も
に
二
利
圓
滿
を
願
う
心
で
、
初
め
の
ご
願
は
衆
生
の
苦
・
樂
の
拔
苦
で
あ
り
、
後
の
二
願
は
衆
生
に
道
・
滅
二
諦
の
與
樂
と
さ
れ
る
。
ま
た
初
あ
の
一
願
は
衆
生
の
た
め
の
拔
苦
與
樂
、
後
の
三
願
は
利
他
を
全
う
す
る
た
め
の
自
利
で
、
自
己
の
斷
知
證
を
求
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
源
信
は
、
「
可
云
自
他
法
界
同
利
盆
共
生
極
樂
成
佛
道
、
心
申
應
念
我
與
衆
生
土
ハ生
極
樂
⑳
冖
圓
滿
究
竟
前
四
弘
願
蛭
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
來
た
よ
う
に
、
源
信
の
菩
提
心
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
廣
大
か
つ
深
理
の
行
相
の
立
場
を
も
っ
て
い
る
が
、
料
簡
の
條
に
、
「
自
利
行
非
是
菩
提
心
之
所
依
得
報
亦
少
云
何
獨
願
速
生
極
樂
、
答
豈
不
前
言
願
極
樂
者
要
發
四
弘
願
隨
願
而
勤
修
、
此
豈
非
是
大
悲
心
行
、
又
願
求
極
樂
非
⑳
是
自
利
心
」
と
あ
っ
て
、
極
樂
を
願
求
す
る
こ
と
は
、
彼
の
土
に
お
い
て
菩
提
の
願
行
を
圓
滿
し
、
一
切
の
衆
生
を
利
盆
せ
ん
と
す
る
目
的
を
明
確
に
し
、
つ
づ
い
て
、
「
應
知
念
佛
修
善
爲
業
因
往
生
極
樂
爲
華
報
、
證
大
菩
提
爲
果
報
利
盆
衆
生
爲
　
本
壕
♂
」
と
逋
べ
、念
佛
が
修
善
と
同
列
に
淨
土
往
生
の
業
因
と
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
ほ
「往
　
生
要
集
」
序
文
に
告
白
し
て
い
る
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
源
信
の
菩
提
心
は
、
五
念
門
の
中
、
作
願
門
と
す
る
以
上
、
菩
提
心
を
淨
土
往
生
因
法
の
業
主
ヒ
す
る
珍
海
の
立
場
と
同
じ
く
起
行
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
源
信
の
菩
提
心
論
は
廣
犬
か
つ
深
理
を
藏
す
る
も
の
で
あ
り
、
兩
者
の
差
異
の
へ
だ
た
り
が
相
當
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
三
ご
鷙
人
、文
學
.
論
集
`
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
永
觀
の
立
場
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
永
觀
は
「往
生
講
式
」
の
「第
一
發
心
菩
提
門
」
に
お
い
て
、
「
欲
往
淨
土
必
發
道
心
人
非
木
石
好
自
發
心
夫
欲
發
菩
提
心
者
須
觀
流
來
生
死
、
所
謂
想
像
無
始
以
來
輪
廻
六
趣
備
受
諸
苦
…
…
申
略
…
…
何
況
朝
開
榮
華
暮
隨
無
常
之
風
、
宵
翫
朗
月
曙
隠
別
離
之
雲
、
一
生
是
風
前
之
燭
萬
事
皆
春
之
夢
豈
ロ
ハ安
然
眠
牀
上
乎
、
無
常
忽
至
何
得
逃
焉
…
…
中
略
…
…
哀
哉
再
歸
三
途
之
故
郷
重
受
惡
趣
之
苦
果
不
如
早
厭
一
生
之
名
利
偏
期
菩
提
妙
果
若
得
自
厭
悲
尸
他
未
厭
今
求
淨
土
只
爲
衆
生
是
爲
菩
提
心
初
之
初
、
今
一
念
菩
提
心
之
寳
珠
已
繋
第
八
頼
耶
之
衣
裏
、
斯
實
長
夜
之
明
珠
淨
土
玄
軌
也
、
抑
一
華
開
者
天
下
皆
春
一
發
心
者
法
界
悉
道
身
雖
人
身
心
同
佛
心
既
發
難
發
之
道
心
盍
往
易
往
之
淨
⑳
土
語
」
と
い
っ
て
、
永
觀
の
菩
提
心
に
つ
い
て
は
、
生
死
の
輪
廻
を
厭
い
佛
果
菩
提
を
期
し
よ
う
と
す
る
「
厭
離
穢
土
欣
求
淨
土
の
願
生
心
」
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
心
を
「菩
提
心
初
之
初
」
と
し
、
厭
離
の
心
が
菩
提
心
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
菩
提
心
の
理
解
は
、
珍
海
と
同
じ
く
易
行
へ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
易
行
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
」
珍
海
は
菩
提
心
論
展
開
に
あ
た
っ
て
、
菩
提
心
は
菩
提
を
求
め
る
心
と
す
る
が
、
菩
提
に
は
「
法
・
報
・
應
」
の
三
身
菩
提
論
を
展
開
し
、
彌
陀
の
佛
C　
身
佛
土
は
「
應
身
應
土
」
と
解
し
、
「
應
身
菩
提
」
に
封
す
る
菩
提
心
と
結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。
四
三
四
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、珍
海
は
、先
ず
菩
提
心
を
淨
土
往
生
の
業
主
と
す
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
こ
の
菩
提
心
の
業
主
と
し
て
の
隨
縁
所
起
の
諸
業
の
な
か
、
い
ず
れ
を
正
業
と
す
る
か
に
つ
い
て
問
い
を
し
て
往
生
の
正
業
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「觀
經
導
和
省
疏
第
四
云
何
有
二
種
、
一
者
正
行
專
依
往
生
經
行
行
者
是
也
、
一
心
專
讀
誦
此
觀
經
彌
陀
經
無
量
壽
經
等
、
一
心
專
想
觀
察
彼
國
依
正
、
若
禮
邸
一
心
專
禮
彼
佛
、
若
口
稱
邸
一
心
專
稱
彼
佛
讚
嘆
供
養
亦
爾
、
又
就
此
正
中
復
有
二
種
、
一
者
一
心
專
念
彌
陀
名
號
行
住
坐
臥
不
問
時
節
久
近
念
念
不
捨
是
名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故
、
若
依
禮
誦
等
印
名
助
業
、
除
此
正
助
二
行
己
外
自
餘
　
諸
善
悉
名
雜
行
、
師
心
常
間
斷
雖
可
廻
向
得
生
衆
名
疎
雜
之
行
也
♂
」
と
述
べ
て
い
る
。
珍
海
は
こ
こ
に
善
導
の
「
觀
經
疏
散
善
義
」
就
行
立
信
の
正
雜
二
行
に
關
す
る
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
の
こ
と
は
、
修
因
決
定
に
お
い
て
發
菩
提
心
を
往
生
の
業
主
と
し
、
隨
縁
所
起
の
諸
業
の
な
か
に
あ
っ
て
、
な
に
を
正
業
と
す
る
か
の
問
い
に
對
し
、
往
生
の
正
業
と
し
て
善
導
の
稱
名
正
定
業
の
説
を
繼
承
し
、
往
生
の
正
業
と
し
て
稱
名
念
佛
を
論
證
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
珍
海
は
こ
の
稱
名
正
定
業
で
あ
る
と
す
る
本
願
の
稱
名
を
四
十
八
願
中
の
第
二
十
願
と
解
釋
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
順
本
願
者
四
十
八
願
中
云
聞
我
名
號
係
念
我
國
♂
今
云
稱
名
實
是
正
中
之
正
　
也
」
と
あ
っ
て
、
散
善
義
の
「名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故
」
と
あ
る
本
願
を
第
二
十
願
ど
理
解
し
、
稱
名
を
「正
中
之
正
也
」
と
し
て
い
る
。
か
れ
は
ま
た
つ
づ
い
て
、
「小
經
云
執
持
名
號
若
一
日
乃
至
七
日
、
觀
經
説
下
品
生
云
稱
佛
名
故
於
念
念
申
除
八
十
億
劫
生
死
之
罪
、
占
察
經
云
隨
彼
世
界
佛
之
名
號
專
意
誦
念
一
心
不
　
亂
決
定
得
生
彼
佛
淨
國
銃
」
と
述
べ
、
「阿
彌
陀
經
」
の
「執
持
名
號
」
、
「觀
無
量
壽
經
」
の
「
下
下
品
の
稱
名
」、
「占
察
善
悪
業
報
經
」
等
を
引
用
し
て
論
證
し
て
い
る
。
さ
て
、
珍
海
は
稱
名
を
「
正
中
之
正
也
」
と
し
た
こ
の
第
二
十
願
觀
に
つ
い
て
、
八
、
「
弘
誓
決
定
」
章
の
條
に
、
「
本
願
中
云
至
心
信
樂
欲
生
我
國
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覺
唯
除
五
逆
誹
謗
正
盗
。
如
是
反
覆
簡
別
分
明
故
名
決
定
又
巖
力
令
諸
衆
生
定
生
淨
土
故
名
決
定
…
・レ
中
略
…
…
下
劣
凡
愚
三
障
雖
重
若
乘
願
力
速
渡
生
死
師
以
信
稱
念
佛
號
名
爵
乘
也
…
…
中
略
…
…
良
以
四
十
八
大
願
運
載
衆
生
、
故
現
爲
車
乘
0
令
渡
生
死
故
亦
爲
船
舫
也
願
力
大
故
能
接
一
念
十
念
及
狐
疑
者
メ
云」
と
い
い
、
第
十
八
願
の
文
を
引
き
、
彌
陀
の
本
願
救
濟
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
四
十
八
願
の
第
十
八
願
で
代
表
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
阿
彌
陀
佛
の
全
體
的
願
意
を
第
十
八
願
に
お
い
て
見
出
し
、
第
二
十
願
は
第
十
八
願
の
願
意
の
中
に
往
生
行
の
實
踐
方
法
に
關
す
る
表
示
で
あ
る
ど
し
て
、
理
解
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、珍
海
の
稱
名
正
定
業
は
、「
是
正
中
之
正
也
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
「
念
佛
諸
行
」
を
併
行
す
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
、「聞
我
名
號
係
念
我
國
」
と
、
第
十
八
願
の
「
乃
至
十
念
」
の
念
佛
と
同
じ
意
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、珍
海
が
善
導
の
「
觀
經
疏
散
善
義
」
に
注
目
し
、稱
名
正
定
業
を
往
生
の
正
業
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
永
觀
の
思
想
的
影
響
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
永
觀
の
「
往
生
拾
因
」
に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
成
立
を
み
た
源
信
の
「往
生
決
定
往
生
集
の
研
究
要
集
」
に
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
善
導
の
「觀
經
疏
散
善
義
」
(以
下
、
散
善
義
と
略
稱
)
の
思
想
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
淨
土
教
思
想
史
上
に
お
い
て
、
「散
善
義
」
の
思
想
を
最
初
に
受
容
し
た
の
は
源
隆
國
〔寛
徳
元
年
(
一
〇
四
四
)～
承
暦
元
年
(
一
〇
七
七
)〕
の
編
纂
し
た
「
安
養
集
」
十
卷
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
續
い
て
作
者
未
詳
の
「安
養
抄
」0
七
卷
に
繼
承
さ
れ
、
漸
次
「
散
善
義
」
に
對
す
る
關
心
、
注
目
が
高
ま
っ
て
き
た
。
永
觀
は
か
か
る
繼
承
、傾
向
に
連
な
る
か
の
よ
う
に
「散
善
義
」
に
注
目
し
閣
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
か
れ
は
自
ら
の
思
想
形
成
の
基
盤
に
そ
れ
を
受
容
吸
收
し
よ
う
と
し
て
い
る
態
度
は
重
覗
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、「往
生
拾
因
」
に
お
い
て
「散
善
義
」
の
受
容
を
、具
體
的
に
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
は
、第
十
因
「隨
順
本
願
」
章
に
お
い
て
念
佛
が
本
願
に
隨
順
す
る
行
で
あ
る
か
ら
往
生
因
と
な
り
得
る
こ
と
を
論
證
す
る
思
想
的
根
據
を
、
　
「
本
願
云
十
方
衆
生
至
心
信
樂
欲
生
我
國
乃
若
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覺
メ
訳
」
と
、第
十
八
願
の
文
を
引
用
し
、
さ
ら
に
、
「
善
導
和
省
云
行
有
ご
種
、
一
一
心
專
念
彌
陀
名
號
、是
名
正
定
業
順
彼
佛
本
願
故
薐
覊
簫
名
助
諜
此
二
行
自
餘
馨
悉
名
雜
行
馬
、
と
、
ま
さ
し
く
善
導
の
「散
善
義
」
に
示
さ
れ
て
い
る
「就
行
立
信
釋
」
を
繼
承
し
、
本
願
念
佛
行
に
つ
い
て
、
正
雜
二
行
、
正
助
二
業
の
分
別
説
を
引
用
し
、
稱
念
が
本
願
に
隨
順
す
る
行
で
あ
る
か
ら
正
定
業
と
云
わ
れ
る
べ
き
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
つ
づ
い
て
、
　
「
是
故
行
者
係
念
悲
願
至
心
稱
念
除
不
至
心
者
不
順
本
願
」
と
、
正
定
業
で
あ
る
稱
念
行
に
つ
い
て
、
強
く
「
至
心
」
を
要
請
し
「至
心
」
で
な
い
も
の
は
本
願
に
順
じ
な
い
と
い
う
點
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
五
人
文
學
.
論
集
、
こ
の
「
至
心
」
と
い
う
條
件
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
は
第
十
八
願
す
な
わ
ち
念
佛
往
生
願
に
對
す
る
永
觀
獨
自
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
、
.第
八
因
「
三
昧
發
得
」
章
に
、
、
「人
欲
生
我
國
口
唱
我
各
、
心
獪
散
亂
若
非
一
心
違
我
本
願
可
耻
可
耻
早
速
制
⑳
、
伏
一
心
不
亂
メ
本」
ど
あ
り
、
ま
た
、
第
七
因
コ
ニ
業
相
應
」
章
に
、
「
心
餘
縁
不
能
專
念
散
亂
甚
多
豈
得
成
就
發
聲
不
繦
稱
念
佛
號
、
三
業
相
應
專
念
自
選
故
馨
論
悪
稱
名
令
蘗
亀
と
あ
っ
て
、
正
定
業
、
第
十
八
願
の
念
佛
、
觀
經
下
下
品
の
稱
名
を
も
っ
て
散
心
の
稱
念
で
な
い
と
し
て
い
る
。
か
か
る
見
解
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
永
觀
の
所
謂
「至
心
」
の
稱
念
と
は
一
體
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「往
生
拾
因
」
に
念
佛
に
十
種
の
往
生
因
が
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
一
々
に
「
一
心
稱
念
阿
彌
陀
佛
…
…
…
故
必
得
往
生
」
と
あ
り
、
永
觀
の
稱
名
念
佛
思
想
の
も
つ
性
格
を
決
定
す
る
も
の
は
實
に
コ
心
稱
念
」
に
あ
る
。
「
こ
の
一
心
」
は
「專
念
」
の
コ
心
」
で
あ
り
・
三
昧
2
空
で
あ
っ
て
・
称
名
に
㌔
て
ツし
れ
を
得
な
け
れ
婆
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
て
、
第
八
因
コ
ニ
眛
發
得
」
章
に
お
い
て
論
述
し
て
い
る
口
稱
念
佛
に
よ
っ
て
三
昧
發
得
し
Y
そ
れ
が
往
生
の
因
と
な
す
自
説
の
根
據
を
善
導
教
學
の
上
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「文
殊
般
若
下
卷
云
佛
言
若
善
男
子
善
女
人
欲
入
一
行
三
昧
應
處
空
閑
捨
諸
亂
意
不
取
相
貌
繋
心
一
佛
專
稱
名
號
隨
佛
方
所
端
身
正
向
能
於
一
佛
念
念
相
續
、
難
講
転
辱
諸
佛
坦
善
導
和
筒
一云若
得
口
稱
三
昧
者
心
眼
師
/rn
1
0
と
、
善
導
の
「觀
念
法
門
」
お
よ
び
「往
生
禮
讚
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「文
殊
三
六
般
若
經
」
に
説
く
一
行
三
昧
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
文
殊
般
若
經
」
に
説
か
れ
て
い
る
「事
」
の
一
行
三
昧
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
¥
名
號
を
專
ら
稱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
行
三
昧
に
入
る
と
説
く
、
口
稱
に
よ
る
三
昧
の
發
得
で
あ
る
。
さ
ら
に
「觀
念
法
門
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「般
舟
三
昧
經
」
の
見
佛
三
昧
説
で
あ
っ
て
、
口
稱
に
よ
っ
て
三
昧
に
入
り
見
佛
す
る
義
を
逋
べ
、
善
導
を
三
昧
發
得
者
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「和
尚
銑
是
三
昧
發
得
之
人
也
、
豈
有
謬
乎
、
故
知
一
心
者
唯
等
持
定
、
依
斯
行
者
廢
餘
一
切
諸
願
諸
行
唯
願
唯
行
念
佛
一
行
散
慢
之
者
千
不
一
生
專
修
之
人
　
萬
無
一
失
」
と
述
べ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
永
觀
は
口
稱
念
佛
に
よ
っ
て
三
昧
に
入
り
、
定
心
の
專
念
を
修
し
、
そ
れ
が
往
生
の
因
と
な
り
得
る
根
據
を
、
「
觀
念
法
門
」
の
作
者
で
あ
り
、
か
つ
三
昧
發
得
者
と
い
う
善
導
の
實
踐
的
立
場
の
上
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
永
觀
は
、行
者
は
一
切
の
諸
願
諸
行
を
廢
し
て
、
口
稱
念
佛
一
行
を
唯
願
唯
行
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
專
修
念
佛
行
を
す
す
あ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
永
觀
と
珍
海
の
兩
者
は
善
導
の
「觀
經
疏
散
善
義
」
の
「就
行
立
信
釋
」
の
正
雜
二
行
に
よ
っ
て
稱
名
正
定
業
説
を
論
證
し
て
い
る
が
、
永
觀
に
お
い
て
は
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
稱
名
は
あ
く
ま
で
も
三
昧
發
得
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
體
往
生
の
因
法
ど
は
せ
ず
「至
・19
」
の
念
佛
を
強
調
し
「至
心
」
で
な
い
も
の
は
本
願
に
順
じ
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
珍
海
に
あ
っ
て
は
、
菩
提
心
を
往
生
の
業
主
と
し
、
稱
名
を
隨
縁
所
起
の
往
生
の
正
業
と
論
じ
、
稱
名
正
定
業
を
第
二
十
願
の
行
と
す
る
な
ど
念
佛
諸
行
容
認
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
五
さ
て
、
珍
海
は
隨
縁
所
起
の
正
業
と
し
て
の
稱
名
實
踐
の
修
行
の
相
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
「
長
時
修
」
と
「別
時
修
」
の
二
種
の
行
相
を
明
か
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
長
時
修
」
と
は
、
「
長
時
知
日
日
所
作
成
復
苺
月
毎
年
等
、
但
是
一
生
所
作
皆
爲
長
時
、
若
日
日
稱
名
蚕
蚕
遍
等
硝
爾
云
鬻
日
裂
罐
竺
肇
霜
續
者
钁
阿
彌
陀
加
命
得
除
罪
障
語
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ほ
善
導
の
「往
生
禮
讚
」
に
説
く
「恭
敬
修
」
「
無
餘
修
」
「無
、
⑱
間
修
」
「
長
時
修
」
の
四
修
法
を
繼
承
し
さ
ら
更
に
「觀
念
法
門
」
に
読
く
彌
陀
の
願
力
を
増
上
縁
と
し
、
畢
命
を
期
と
な
し
念
佛
相
續
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
ψ
る
毛
の
で
あ
る
。
・、
ヒ
の
四
修
法
の
實
踐
に
つ
い
て
、
永
觀
は
「往
生
拾
因
」
の
第
一
因
「
匿
大
善
根
」
蕊
早
に
お
い
て
、
「貘
稱
念
片
檗
解
鯔
六
時
離
四
儀
不
背
繍
讐
佛
爲
宗
不
雜
餘
業
儲
蠢
退
鏨
命
爲
期
麟
薑
行
曁
四
修
往
生
之
蕎
嘉
之
韜
」
と
述
べ
、
.さ
ら
に
つ
づ
い
て
、
、
「
爲
散
亂
人
觀
法
難
成
大
聖
悲
憐
勸
稱
名
行
稱
名
易
故
相
續
自
念
晝
夜
不
休
豈
、非
衢
釆
、又
喬
身
檗
淨
不
論
憙
不
驀
名
不
繦
必
得
往
鏥
と
論
じ
て
い
る
永
觀
の
立
場
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
も
自
明
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
「別
時
修
」
ど
は
、
.
.
「
隨
時
處
或
多
時
或
小
時
或
復
要
期
定
限
而
修
行
之
應
知
前
長
時
以
不
退
爲
意⑯
趣
、又
數
起
業
成
決
定
故
、此
別
時
者
以
勝
進
爲
宗
旨
、
又
容
預
者
爲
属
行
業
也
」
決
定
往
ド生
集
の
囲研
M究
と
あ
っ
て
、
日
々
の
行
法
が
常
に
勇
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
特
別
の
時
限
を
限
っ
て
不
斷
に
修
す
る
こ
と
で
、
道
心
を
策
勵
し
て
長
時
不
退
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
行
業
法
と
し
て
、
ゼ
日
間
の
期
限
を
示
し
て
、
「
此
業
唯
依
定
門
而
行
此
中
先
明
稱
念
之
法
、
導
和
徇
云
覺
想
中
見
故
云
想
見
、
若
得
定
心
三
昧
及
口
稱
三
昧
者
心
眼
部
開
見
彼
淨
土
一
切
莊
嚴
、
説
無
窮
盡
、
又
云
心
口
稱
念
更
無
雜
想
念
念
注
心
聲
聲
相
續
心
眼
師
開
得
見
彼
佛
、
又
云
如
文
殊
般
若
云
明
一
行
三
昧
唯
勸
獨
處
空
閑
捨
諸
亂
意
、
係
心
一
佛
不
勸
相
貌
轟
名
寔
累
念
中
覺
彼
羈
陀
佛
及
蒭
佛
等
一㌔
ど
述
べ
、
定
心
念
佛
に
よ
る
「定
心
三
昧
」
、
「
口
稱
三
昧
」
、
「觀
佛
三
昧
」
が
成
就
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
考
え
る
ど
、
珍
海
も
別
時
の
行
業
も
重
要
覗
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
行
法
の
期
限
も
七
日
間
に
限
っ
た
毛
の
で
な
く
、
長
短
に
つ
い
て
は
各
々
の
能
力
に
從
っ
て
行
け
ば
よ
い
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
別
時
の
行
法
は
「長
時
修
」
を
助
長
す
る
た
め
の
法
と
し
て
と
り
擧
げ
て
い
る
と
考
え
る
。
さ
て
、
珍
海
は
稱
名
を
往
生
の
正
業
と
し
、
そ
の
修
行
の
相
と
し
て
「
長
時
修
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
、る
が
、
稱
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
な
る
利
盆
・
功
徳
が
あ
ろ
う
か
に
つ
い
て
所
謂
、
名
號
觀
に
つ
い
て
逋
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
迦
才
云
常
念
佛
名
有
三
種
盆
、
」
觀
不
生
淌
滅
業
障
、
二
善
根
増
長
種
見
佛
　
因
、
三
熏
習
熟
利
臨
絡
正
念
云
云
」
.
⑲
と
あ
る
。
迦
才
の
「
淨
土
論
」
に
は
、
常
に
阿
彌
陀
佛
の
名
號
を
稱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
、
業
障
滄
滅
、
、
二
、
善
根
増
長
、
・見
佛
因
縁
、
一二
、
臨
絡
正
念
の
利
盆
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
つ
づ
い
て
、
三
七
人
文
學
論
集
D
「
要
決
云
諸
佛
願
行
成
此
果
名
、
但
能
念
號
具
包
衆
徳
故
成
大
善
」
⑪
と
、
窺
基
の
「
西
方
要
決
釋
疑
通
規
」
に
よ
っ
て
、
名
號
の
衆
徳
を
論
證
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
名
號
に
衆
徳
を
具
す
る
故
、
稱
名
す
る
と
こ
ろ
に
種
々
の
利
盆
が
あ
る
と
す
る
珍
海
の
名
號
觀
は
、
永
觀
の
名
號
觀
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
永
觀
は
「
往
生
拾
因
」
の
第
一
因
「
廣
大
善
根
」
章
に
お
い
て
、
彌
陀
の
名
號
に
は
佛
の
因
行
果
徳
十
方
諸
佛
の
功
徳
、
あ
る
い
は
無
量
不
可
思
議
の
功
徳
が
そ
な
わ
っ
て
お
り
、
念
佛
す
る
と
こ
ろ
に
、
廣
大
無
盡
の
善
根
を
成
ず
る
と
述
べ
で
い
る
羲
觀
で
あ
嘱
こ
の
よ
う
な
永
觀
の
名
號
觀
は
す
で
に
源
信
の
思
⑬
想
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、源
信
の
「
念
佛
略
記
」
「觀
⑭
⑮
心
略
要
集
」
「
正
修
觀
記
」
「往
生
要
集
」
な
ど
の
論
著
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
珍
海
の
名
號
觀
は
、
源
信
、
永
觀
の
思
想
を
繼
承
し
、
稱
名
利
盆
論
を
展
開
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
例
證
と
し
て
、
珍
海
の
「
菩
提
心
集
」
卷
上
に
、
「阿
彌
陀
佛
の
名
を
念
ず
べ
し
。此
名
に
無
量
無
邊
の
功
徳
を
攝
め
た
り
。
こ
れ
を
い
へ
ば
、す
な
は
ち
無
量
の
功
徳
よ
ば
れ
て
わ
が
身
に
來
り
集
る
。そ
の
時
無
始
よ
り
こ
の
か
た
煩
惱
惡
業
逃
去
り
ぬ
。
た
と
へ
ば
善
き
藥
あ
る
處
に
は
惡
鬼
の
に
げ
さ
る
ご
と
し
、又
彼
佛
よ
ば
れ
て
わ
が
前
に
來
り
た
ま
ふ
と
觀
ず
べ
し
。⑯
又
か
の
佛
の
光
明
無
量
壽
命
無
量
に
ま
し
ま
す
こ
と
を
聲
に
つ
け
て
觀
ぜ
よ
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
「
修
因
決
定
」
章
の
最
後
の
節
に
お
い
て
、
稱
名
の
十
念
に
關
し
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
問
經
中
何
故
言
一
念
又
言
十
念
耶
何
以
言
乃
至
耶
」
と
「
十
念
」
「
一
念
」「
乃
至
」
の
問
い
を
出
し
て
、先
ず
「十
念
」
と
㎝、
一
念
」
に
つ
い
て
、
三
八
⑱
「
答
語
不
同
今
且
可
云
若
是
一
念
但
能
爲
因
而
未
定
業
若
具
十
念
乃
成
定
業
」
と
答
え
て
、
一
念
は
因
と
な
る
が
定
業
と
は
な
ら
ず
十
念
を
具
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
念
が
定
業
を
成
ず
と
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
「
言
乃
至
者
爲
顯
一
念
是
最
極
也
十
念
亦
爾
又
一
義
云
爲
顯
積
集
衆
多
念
力
能
　
辨
大
事
故
言
十
念
爲
顯
稱
念
分
位
短
、
故
説
爲
一
念
而
實
無
異
」
と
あ
っ
て
、
十
念
の
數
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
十
念
に
つ
い
て
そ
の
數
を
知
る
方
法
論
と
し
て
永
觀
の
「
往
生
拾
因
」
の
第
　
十
因
「
隨
順
本
願
」章
に
引
文
し
て
い
る
曇
鸞
の
「
往
生
論
註
」所
説
の
方
法
(必
須
口
受
不
得
題
之
筆
點
)
と
、
さ
ら
に
永
觀
か
ら
教
示
を
受
け
た
「
有
人
の
指
を
折
っ
て
數
え
る
方
法
」、
「釋
淨
土
群
疑
論
」
に
「
觀
經
」
下
輩
を
引
文
し
た
「
念
佛
十
聲
法
」
な
ど
は
十
稱
を
も
っ
て
十
念
と
す
る
「
十
聲
十
念
説
」
、
「
請
觀
音
經
匚
所
詭
の
十
息
を
も
っ
て
十
念
と
す
る
「
十
息
十
念
誂
」
、
「發
覺
淨
心
經
」
所
説
の
「慈
等
の
十
念
説
」
の
諸
読
を
あ
げ
、
こ
れ
を
「反
覆
審
定
」
の
説
と
し
て
い
⑪
る
。
つ
づ
い
て
迦
才
の
「淨
土
論
」
所
読
の
「
觀
經
」
の
臨
絡
十
念
、
「無
量
壽
經
」
⑫
の
十
念
は
現
在
、
命
絡
を
簡
別
せ
ず
と
し
、
ま
た
十
念
に
「相
似
の
十
念
」
と
「
眞
實
の
十
念
」
に
分
け
、
臨
絡
の
十
念
は
成
就
し
難
し
と
し
、
成
就
す
れ
ば
往
生
を
　
得
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
道
綽
の
「安
樂
集
」
所
読
の
「十
念
成
就
」
「相
　
續
十
念
」
「
十
念
相
續
」
の
釋
を
引
用
し
て
、
「
准
此
文
意
、
雖
、一
分
位
連
聲
稱
名
具
足
十
聲
若
於
此
間
餘
縁
散
亂
其
心
不
重
⑮
者
業
道
師
不
成
非
眞
十
念
但
是
相
似
之
十
念
耳
」
と
あ
っ
て
、
十
念
を
「相
似
の
十
念
」
と
「
眞
實
の
十
念
」
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
念
の
稱
名
念
佛
は
、
他
事
を
縁
ぜ
ず
、
心
が
散
亂
し
な
い
眞
實
の
十
念
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
業
道
成
就
す
る
ど
し
、
散
亂
心
の
相
似
の
十
念
は
業
道
を
成
就
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
眞
實
の
十
念
は
「至
心
」
「定
心
」
の
念
佛
で
あ
り
、
相
似
の
十
念
は
「散
心
」
の
念
佛
と
理
解
で
き
よ
う
か
。
か
く
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
珍
海
は
十
念
定
生
読
を
立
場
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
つ
ぎ
に
コ
現
生
の
十
念
」
と
「臨
絡
の
十
念
」
に
つ
い
て
の
勝
劣
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
「以
火
急
猛
利
勇
決
言
之
臨
絡
應
勝
、
若
以
安
穩
寂
靜
明
了
言
之
現
生
是
勝
義
左
右
故
不
可
偏
定
」
と
述
べ
て
、
「現
生
の
十
念
」
も
「
臨
絡
の
十
念
」
も
一
長
一
短
が
あ
る
の
で
勝
劣
を
偏
向
的
に
つ
け
が
た
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
珍
海
は
、
-
「
十
地
論
云
經
説
不
後
心
死
必
生
善
處
、
鸞
師
淨
土
論
注
云
臨
終
十
念
者
依
止
無
後
心
無
間
心
生
是
名
決
定
云云
、
准
文
意
現
生
十
念
更
有
後
心
造
惡
業
故
不
成
　
往
生
決
定
業
也
」
と
い
い
、
「
十
地
經
匚
や
、曇
鸞
の
「
往
生
論
註
」
の
所
説
に
も
と
つ
い
て
、
「臨
絡
の
十
念
」
は
「無
後
心
」
「無
間
心
」
に
依
止
し
て
生
ず
る
か
ら
決
定
の
業
と
な
る
が
、
後
心
あ
る
「現
生
の
十
念
」
は
惡
業
を
造
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
往
生
決
定
の
業
を
成
就
し
得
な
い
と
い
う
疑
點
を
あ
げ
て
、
「
今
謂
現
生
十
念
若
得
成
就
已
成
定
業
設
於
後
時
更
作
惡
業
即
此
惡
業
不
成
定⑱
業
、以
善
惡
業
互
相
妨
故
是
故
應
言
現
生
十
念
雖
有
後
心
若
得
成
就
亦
爲
定
業
」
と
し
、
「
現
生
の
十
念
」
が
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
な
ら
ば
定
業
を
成
就
し
、
も
し
後
時
に
さ
ら
に
惡
業
を
な
す
も
惡
業
は
定
業
を
成
就
せ
ず
と
し
、
よ
っ
て
「現
生
の
十
念
」
は
後
心
あ
り
と
い
え
ど
も
、
も
し
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
な
ら
ば
、ま
た
定
業
と
な
る
し
「
現
生
の
十
念
」
が
よ
く
決
定
業
と
な
る
と
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
「
現
生
の
十
念
」
が
よ
く
決
定
の
業
と
な
る
と
す
る
自
己
の
立
場
を
示
さ
ん
決
定
往
生
集
の
研
究
が
た
め
に
諸
經
論
に
よ
っ
て
論
證
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
褒
卷
經
云
曼
力
騒
時
努
力
自
求
ζ
齲
餌
齢
飜
蘿
大
莊
嚴
論
偈
云
、
盛
年
無
患
時
懈
怠
不
精
進
貪
營
事
務
不
修
施
戒
禪
臨
爲
死
呑
方
悔
求
修
善
、
智
者
應
觀
察
斷
餘
五
欲
想
、
智
者
勲
投
心
臨
絡
意
不
散
不
習
心
專
至
臨
絡
必
散
亂
メ
ム迦
才
云
衆
生
報
盡
之
時
惡
業
怨
家
衆
苦
競
集
十
念
極
難
成
就
蛭
、准
此
等
文
、
但
可
現
生
之
時
精
懃
修
習
、
不
可
徒
然
以
期
臨
絡
、
要
決
云
、
上
盡
現
生
一
形
下
至
糶
+
念
但
能
決
定
簿
往
轟
些
昂
明
盡
形
爲
上
臨
絡
爲
下
、
准
知
現
生
十
念
應
爲
稍
勝
、
又
不
可
言
現
生
十
念
非
決
定
業
以
本
願
中
不
簡
別
⑲
故
、
故
知
現
生
十
念
亦
作
決
定
業
メ
己
ど
述
べ
て
、
臨
絡
時
の
十
念
に
は
衆
苦
が
集
っ
て
く
る
の
で
十
念
が
成
就
し
難
い
ど
し
、
現
生
(李
生
)
の
力
強
き
と
き
十
念
念
佛
を
精
懃
修
習
す
べ
き
で
あ
っ
て
徒
然
と
し
臨
絡
を
期
す
べ
き
で
は
な
い
と
誠
め
て
い
る
こ
と
よ
り
し
て
「
現
生
の
十
念
」
が
「臨
絡
の
十
念
」
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
か
か
る
立
場
よ
り
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
「現
生
の
十
念
」
は
決
定
の
業
を
成
就
し
得
な
い
と
す
る
説
に
反
論
し
、
否
定
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
本
願
の
中
に
も
臨
絡
、
現
生
に
つ
い
て
簡
別
さ
れ
て
い
な
い
故
「
現
生
の
十
念
」
が
よ
く
決
定
の
業
と
な
る
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。
か
く
し
て
珍
海
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
以
尋
常
修
習
力
故
臨
絡
決
定
正
念
現
前
、
何
但
期
於
絡
焉
之
一
決
還
空
過
于
0
眼
前
之
百
年
西
方
行
者
慎
勿
恃
向
後
」
と
結
ん
で
、
念
佛
行
に
精
進
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
珍
海
は
十
念
論
に
お
い
て
、「
現
生
の
十
念
」
を
重
⑳
⑫
視
し
て
い
る
が
、
源
信
、
永
觀
に
あ
っ
て
は
「臨
絡
の
十
念
」
に
重
點
を
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
珍
海
の
十
念
論
は
日
本
淨
土
教
思
想
史
上
三
九
人
,文
學
・論
集
に
お
い
て
特
色
あ
る
も
の
と
し
渠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
n
り
、
,
以
上
、
「洗
定
往
生
集
」
の
第
五
「修
因
決
定
」
章
を
中
心
素
材
と
し
て
論
を
す
す
め
で
き
た
が
、
、最
後
に
善
導
教
學
、
こ
と
に
「往
生
禮
讚
」
と
の
關
係
に
っ
い
て
逋
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、珍
海
は
、永
觀
の
「往
生
拾
因
」
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
善
導
の
「往
生
禮
讚
」
深
心
釋
へ
注
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
'
「
昇
道
決
定
」
章
に
、
、.、
導
和
侮
禮
讚
云
問
今
以
欲
勸
人
往
生
者
未
知
、
若
爲
安
心
起
行
作
業
定
得
往
.
生
彼
璽
也
、
答
必
欲
往
生
彼
里
者
如
觀
經
馨
具
三
心
必
得
往
生
勁
信
知
身
是
具
足
煩
惱
凡
夫
善
根
薄
少
流
轉
三
界
不
出
火
宅
今
信
知
彌
陀
本
弘
誓
願
及
稱
名
號
下
至
十
聲
一
聲
等
定
得
往
生
乃
至
一
念
無
有
疑
心
故
名
深
心
銃
既
言
具
足
煩
惱
凡
夫
直
是
常
汲
世
俗
凡
夫
得
往
生
也
-
中
略
i
雖
是
極
下
賤
薄
之
人
而
-
'
・
⑱
依
佛
力
乃
得
往
生
語
」
ど
あ
つ
で
、
善
導
の
「
往
生
禮
讚
」
の
安
心
・
起
行
・
作
業
の
内
、
こ
と
に
安
心
を
諡
く
、「
觀
經
」
の
三
心
申
、
深
心
釋
の
部
分
の
み
を
す
べ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ご
と
は
珍
海
の
注
目
が
「
往
生
禮
讚
」
の
深
心
釋
に
あ
る
こ
と
は
い
ゲ
ま
で
も
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
「
往
生
禮
讃
」
の
深
心
釋
ぼ
、
現
実
の
衆
　
生
は
三
界
を
流
轉
し
、
火
宅
を
出
る
こ
と
の
で
き
な
い
煩
惱
具
足
の
凡
夫
と
し
て
理
解
し
、
か
か
る
凡
夫
の
救
わ
れ
る
道
と
し
て
阿
彌
陀
佛
の
第
十
八
願
の
念
佛
を
信
ず
べ
ぎ
こ
ど
を
説
い
て
い
6
の
で
あ
る
。
こ
の
「往
生
禮
讚
」
の
深
心
釋
は
「
散
善
義
」
に
説
く
、
「
憎
者
決
定
深
信
自
身
現
是
罪
惡
生
死
凡
夬
曠
劫
已
來
常
沒
常
流
轉
無
有
出
離
四
〇
之
縁
、
二
者
決
定
深
信
彼
阿
彌
陀
佛
四
十
八
願
攝
受
衆
生
無
疑
無
慮
乘
彼
願
力
⑯
定
得
往
生
」
と
い
う
深
信
釋
と
同
一
の
立
場
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
珍
海
は
「散
善
義
」
に
読
く
信
機
釋
へ
の
注
目
は
み
ら
れ
な
い
が
、
上
述
の
「往
生
禮
讚
」
深
心
釋
を
引
い
て
人
間
觀
(罪
惡
意
識
)
の
深
化
を
痛
感
し
て
、
衆
生
の
現
實
相
を
常
沒
世
俗
の
凡
夫
、
極
下
賤
薄
の
人
と
理
解
し
、
か
か
る
上
に
阿
彌
陀
佛
の
力
を
縁
と
す
る
人
間
の
現
實
相
の
自
覺
の
立
場
よ
り
し
て
「
決
定
往
生
」
の
意
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
以
上
、
要
す
る
に
珍
海
ほ
第
五
「
修
因
決
定
」
章
に
お
い
て
決
定
往
生
の
修
因
と
し
て
、
先
ず
菩
提
心
正
因
説
を
論
證
し
、
そ
の
菩
提
心
に
お
い
て
は
易
行
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
"
菩
提
心
を
業
主
と
す
る
隨
縁
所
起
の
正
業
と
し
て
、
善
導
の
「
觀
經
疏
散
善
義
」
の
「
就
行
立
信
」
、
「
正
離
二
行
」
に
よ
っ
て
稱
名
正
定
業
を
第
二
十
願
と
し
、・
諸
行
を
容
認
し
、
念
佛
の
修
行
相
に
あ
っ
て
は
長
時
修
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
稱
名
の
十
念
論
に
つ
い
て
、
か
れ
は
十
念
定
生
諡
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
臨
絡
の
十
念
よ
り
現
生
の
十
念
が
勝
れ
て
い
ち
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
總
合
し
て
考
え
る
と
、
か
れ
に
は
永
觀
の
淨
土
教
思
想
に
比
し
て
特
色
あ
る
思
想
形
態
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
「決
定
往
生
集
」
の
種
蔑
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
に
っ
や
て
は
他
日
の
課
題
と
し
て
い
ず
れ
詳
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
上
註
「
①
珍
海
の
傳
腰
に
つ
い
て
は
拙
稿
「・氷
觀
・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
説
」
參
照
、
佛
教
大
學
研
究
紀
草
第
四
十
六
號
所
收
。
,
②
.「
決
定
往
生
集
」
卷
上
、
淨
全
十
五
卷
、
匹
七
四
頁
。雪
、
、
⑧
同
右
。
④
同
右
。
⑤
同
右
。
⑥
「
決
定
往
生
集
」
卷
上
、
淨
全
十
五
卷
、
四
七
五
頁
。
⑦
同
右
。
⑧
關
係
經
論
疏
の
引
用
回
數
に
つ
い
て
は
拙
稿
・
「
永
觀
・
珍
海
の
淨
土
教
研
究
序
論
」
の
珍
海
の
淨
土
教
思
想
の
項
に
お
い
て
論
じ
た
。
佛
教
大
學
研
究
紀
要
第
四
十
六
號
參
照
α
⑨
「
往
生
要
集
」
淨
全
十
五
卷
、
三
七
頁
～
一
五
五
頁
。
⑩
イ
、
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
七
一
頁
～
三
九
四
頁
。
⑩
ロ
、
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
八
五
～
四
八
六
頁
。
⑪
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
四
八
六
頁
。
⑫
イ
、♂
同
右
。
⑫
只
同
右
。
⑬
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
八
七
頁
。
⑭
同
右
。
⑮
同
右
。
⑯
大
正
新
修
大
藏
經
四
十
四
卷
六
三
六
頁
。
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
四
八
七
頁
。
⑰
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
(
淨
全
十
五
卷
、
四
八
七
頁
。
⑱
同
右
。
⑲
同
右
。
⑳
『
往
生
要
集
」
卷
上
末
、
淨
全
十
五
巻
、
六
九
～
七
〇
頁
。
⑳
「
往
生
要
集
」
卷
上
末
、
淨
全
十
五
卷
、
七
〇
頁
～
七
一
頁
。
⑳
「往
生
要
集
」
卷
上
末
、
淨
全
十
五
卷
、
七
七
頁
。
⑳
同
右
。
⑳
「
往
生
覃
集
」
卷
上
本
、
「
夫
往
生
極
樂
之
教
行
、
濁
世
未
代
之
目
足
也
、
......」
の
序
文
淨
全
十
五
卷
、
三
七
頁
。
決
定
往
生
集
の
研
究
⑳
「
往
生
講
式
」
淨
全
十
五
卷
、
四
六
七
頁
～
四
六
八
頁
。
⑳
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
八
八
頁
。
⑳
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
〇
頁
。
⑳
同
右
。
⑳
同
右
。
⑳
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
九
頁
。
⑳
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
惠
谷
隆
戒
博
士
「
李
安
朝
に
お
け
る
善
導
の
往
生
思
想
受
容
に
つ
い
て
」
(佛
教
論
叢
第
五
號
)
參
照
。
惠
谷
隆
戒
博
士
「
日
本
淨
土
教
思
想
史
上
に
お
け
る
凡
夫
性
自
覚
渦
程
に
つ
い
て
」
(佛
教
文
化
研
究
第
十
三
號
)
參
照
。
⑳
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
九
一
頁
。
⑳
同
右
。
⑭
同
右
。
⑳
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
八
五
頁
。
⑯
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
八
三
頁
。
⑳
了
慧
「
往
生
拾
因
私
記
」
、
淨
全
十
五
卷
、
三
九
五
頁
。
⑳
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
八
四
頁
。
⑳
善
導
「
觀
念
法
門
」
淨
全
四
卷
、
二
三
ご
頁
。
⑳
善
導
「
往
生
禮
讚
」
淨
全
四
卷
、
二
五
六
頁
。
@
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
八
四
頁
。
⑫
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
一
頁
。
⑱
善
導
「
往
生
禮
讃
」
淨
全
四
卷
、
三
五
四
頁
。
⑭
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
七
五
頁
。
⑮
同
右
。
⑯
「
決
定
往
生
集
」
巻
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
一
頁
。
⑰
同
右
。
⑱
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
三
頁
。
⑲
迦
才
「
淨
土
論
」
淨
全
六
卷
、
六
四
一
頁
。
⑳
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
三
頁
。
㊥
・
窺
基
「
西
方
要
決
釋
逋
規
」
淨
全
六
卷
、
六
〇
〇
頁
。
四
一
人
文
學
論
集
⑫
「
律
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
七
二
頁
。
⑬
舜
昌
が
「
述
懐
鈔
」
に
源
信
㊨
「念
佛
略
記
」
を
引
用
し
て
い
る
(續
淨
四
卷
、
一
〇
六
頁
)
。
⑭
惠
心
僣
都
全
集
二
卷
、
一
五
七
頁
お
よ
び
一
八
〇
頁
。
⑮
「
往
生
要
集
」
卷
中
末
、
淨
全
十
五
卷
、
一
一
五
頁
。
⑯
「
菩
提
心
集
」
卷
上
、
淨
全
十
五
卷
、
五
〇
七
頁
。
⑰
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
三
頁
。
㊥
同
右
。
⑲
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
三
～
四
頁
。
⑳
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
三
九
一
頁
。
⑨
h
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
四
頁
。
⑫
同
右
。
⑯
同
右
。
⑭
同
右
。
㊥
同
右
。
⑯
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
四
頁
。
⑰
同
右
。
⑱
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
四
～
五
頁
。
⑲
「
決
定
往
生
集
」
卷
下
、
淨
全
十
五
卷
、
四
九
五
頁
。
⑩
同
右
。
'
」
@
「
往
生
要
集
」
卷
下
未
、
淨
全
十
五
卷
、
一
四
三
頁
。
⑫
「
往
生
拾
因
」
淨
全
十
五
卷
、
-三
九
二
頁
。
⑬
「
決
定
往
生
集
」
卷
上
、
淨
全
十
五
卷
、
四
八
三
頁
。
⑭
善
導
「
往
生
禮
讚
」
淨
全
四
卷
、
三
五
三
頁
。
⑮
善
道
V
「
觀
閉經
疏
」
一散
豊
口義
淨
N全
二
卷
、
五
六
頁
。
※
普
賢
晃
壽
氏
は
「
日
本
淨
土
教
思
想
史
研
究
」
第
四
章
法
然
淨
土
教
の
成
立
背
景
、
、
第
三
節
宀
珍
海
の
淨
土
教
的
立
場
」
の
な
か
で
珍
海
の
淨
土
教
思
想
を
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
(本
稿
は
昭
和
四
十
七
P
八
年
度
佛
敏
大
學
學
會
研
究
助
成
金
に
ょ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
)
四
二
